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　新型コロナウイルス感染症（以下、コロナとする）のパンデミックは我々の社会生活に大きな変化や影

響をもたらした。中でも女性のメンタルヘルスへの影響は深刻で、産後うつ病の発症率は 2倍以上である

という。長引くコロナ禍による影響から孤立感や不安感が深まっている子育て家庭も少なくない。

　現在、東京家政学院大学で筆者が実践している「ぽかぽかひろば」は、地域在住の 0歳から 3歳までの

乳幼児とその家族（親・きょうだい等）を対象とする親子参加型の地域子育て支援グループ活動であるが、

同活動もまた、コロナの感染状況に翻弄されながら、従来とは異なる形式での活動を余儀なくされた。

　本研究では、コロナ禍というかつて経験のない社会状況の下で実践した 2年間の活動を振り返るととも

に、コロナ収束後も見据えながら、大学における地域子育て支援活動の今後の展開について検討した。
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Ⅰ　本研究の背景
1. �大学における地域子育て支援活動が果たす役

割とその意義

　大学を地域における重要な知的資源と位置づ
け、地域の活性化に向けて積極的に活用していこ
うという連携の取り組みは、近年様々な大学と地
域で行われている。2005年には中央教育審議会
の答申で大学の機能の一つに「社会貢献機能(地
域貢献等）」が位置づけられ、また、2006年に改
正された教育基本法では大学の教育や研究の成果
を広く社会に提供することで社会の発展に寄与す
ること等が、新たに大学の役割として規定されて
いる。さらに2007年の学校教育基本法の改正で
は従来の学術研究、人材育成に加え、新たに教育
研究の成果を広く社会提供することが大学の果た
すべき「第三の役割」として位置づけられた。	
この社会貢献が第三の役割と位置づけられたとい
うことは、大学自らが従来よりも能動的に社会と
関わり、社会の形成の一端を担う役割を果たすこ
とが強く求められることを意味している。1）

　近年、物心両面で多様な変容を遂げてきた日本
において、少子化や核家族化、対人関係の希薄化
などの変容は、社会の最小単位と言われる家族に
影響を及ぼしてきた。育児不安や虐待など、子ど
もと家族に係る憂慮すべき問題も少なくない。こ
うした状況にあって見直されているのが「地域の
持つ力」であり、その地域の子育て力の活性化と
充実化を図る上で、大学による地域子育て支援活
動は、大学と地域連携の重要な取り組みの1つと
して位置づけられると考える。
　保育者及び幼稚園・小学校教員養成校でもある
本学の地域子育て支援活動は、運営責任者が「保
育」や「心理学」、「児童学」を専門とする教員で
あり、保護者にとっては、子育てに関する知識や
スキルについて学生を通して学ぶことができる。
一方、学生にとっては「人生の先輩」である保護
者から社会人としての経験や親としての経験につ
いて学ぶことができる。　
　そこには「共に育ちあう」関係が存在する。

2. コロナ禍の子育て家庭の現状

　日本で最初に新型コロナウイルス感染症（以
下、コロナとする）患者が確認された2020年１
月以降、瞬く間にコロナは全世界に広がり、日本
では同年4月に緊急事態宣言が発令され、我々の
生活は一変した。長引く自粛生活や先の見通しの
持てない状況が物心両面に及ぼす影響は深刻で、
　中でも女性のメンタルヘルスへの影響は大き
い。
　妊産婦を対象に実施されたメンタルヘルスに関
する調査（松島ら，2020）では、女性の産後うつ
病の発症リスクが、コロナ禍前と比較し2倍以上
であるという結果が出ている。産後うつ病は、当
事者はもちろん、その子どもや家族への長期にわ
たる深刻な影響が懸念され、社会全体で当事者と
その家族を支援する体制の充実が求められている。
　感染予防の観点から、子どもの成長発達に重要
な意味を持つスキンシップを控えざるをえなかっ
たり、周囲の人々の表情がマスクで隠れてしまい
読み取りにくかったり、と子どもを取り巻く環境
へコロナが与える影響が今、懸念されている。

Ⅱ　目的
　本研究では、コロナ禍における2020年度及び
2021年度の2年間の「ぽかぽかひろば」活動を整
理、考察するとともに、大学における地域子育て
支援の今後の展開について、コロナ収束後も見据
えながら検討することを目的とする。

Ⅲ　方法
①	コロナ禍における子育て家庭の現状を調べると
ともに、2020年度及び2021年度の「ぽかぽか
ひろば」の活動内容について、コロナ禍での新
たな取り組みを中心に整理する。
②	参加学生やスタッフ（補助員）、また保護者へ
のアンケート調査やインタビュー調査をもと
に、大学における地域子育て支援の今後の展開
について検討する。
　アンケート調査及びインタビュー調査の実施手
続きは以下の通りである。
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参加保護者へのアンケート調査

　コロナ感染防止の観点からGoogle	Formsを用
いたWEB調査を実施した（2020年度：参加者10
名に実施し9名が回答、2021年度：参加者11名
に実施し9名が回答）。実施時期は前期終了後の8
月と後期12月である。

スタッフ（補助員）へのインタビュー調査

　コロナ感染防止の観点から遠隔会議システム
（Zoom）を用いて、スタッフ（補助員）2名を対
象に、各年度活動終了後の2月の第1週目に個別
に実施した。時間は1人30分程度である。「オン
ライン活動について」「学生指導について」「その
他、今年度の活動全体を振り返って」の3項目を
共通の質問項目とし、その他、自由に語ってもら
った。

学生の活動後の振り返りとまとめ

　参加学生（2020年度：9名、2021年度：12名）
については、毎回の活動後の話し合い（オンライ
ンまたは対面）と活動後の振り返りシートおよび
期末レポートについて、その内容を整理し分析し
た。振り返りシートと期末レポートはGoogle　
Forms及びGoogle	Documentを使用した。

倫理的配慮

　参加者全員に対しては、あらかじめ「ぽかぽか
ひろば」が大学での活動であり、教育と研究の観
点から、活動の記録を行うことや研究への協力を
依頼することがある、ということについて了承を
得た上で参加申し込みを受け付けている。また、
各調査実施前に改めて調査の趣旨を説明するとと
もに、調査協力は任意であること、調査実施に際
しては個人情報の管理を徹底することや、得られ
た結果は研究以外の目的では使用しないことを伝
えた上で調査を実施している。

Ⅳ　結果及び考察
1. 子育て支援グループ活動「ぽかぽかひろば」　

　「ぽかぽかひろば」は、東京家政学院大学で行
われている、地域在住の0歳から3歳までの乳幼
児とその家族（親・きょうだい等）を対象とする
親子参加型の地域子育て支援グループ活動であ
る。なお、ここで言う「親子参加型」の「親」と
は母親のみを指すのではなく、父親や祖父母等、
広く保護者全般を指すものである。
　本活動は「児童臨床実習Ⅰ・Ⅱ」として本学児
童学科4年生の専門選択科目授業に位置づけら
れ、学生にとっては学内における貴重な保育実践
の場となっている。
　地域子育て支援拠点事業（ひろば型）の基本理
念をもとに開設した「ぽかぽかひろば」活動で
は、さらにそこに保育者養成および次世代育成の
ねらいを加え、次の４点を活動全体のねらいとし
ている。3）

①	親と子がほっとできるような ｢居場所(子育て
ひろば）作り」を通し、大学内における子育て
支援活動という特性を生かし、親と子・学生・
教員が出会い、共に育ちあう子育てをめざす。
②	一人ひとりの子どもたちの成長や個性を大切
に、共にゆったりとした楽しい時間を過ごす中
で、心豊かで多様なかかわりを育む。
③	参加者同士がお互いに子どもたちの様子を見守
りながら、子育て等についての話し合いや情報
交換をおこなう。こうした活動を通じ、保護者
は、他の親子とのかかわりを持つことで、自身
の子育てを見つめ、視野を広げる場とする。
④	学生は、直接、乳幼児や保護者と接することで
乳幼児期の子どもの成長を実感し、また保護者
の思いを受けとめ共感し理解する、保育者とし
ての力を培う場とする。

2. コロナ禍におけるぽかぽかひろば活動

　コロナ禍における2年間の活動をまとめる。

2.1 �ぽかぽかひろば2020年度（コロナ禍1年目）

の活動

　まずコロナ禍1年目にあたる2020年度の活動を
「コロナ禍における大学発「地域子育て支援」の
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果たす役割Ⅰ	―	2020	年度「子育てひろば」活動
の実践から」（柳瀬ら，2020）2）をもとにまとめる。

①活動の概要

　2020年度活動の参加親子は10組（子ども11	
名）で、スタッフは4年生が9名、教員スタッフ
が3名（教員１名、補助員2	名）である。
　例年であれば4月中に準備、5月のＧＷ前後に
活動開始であったが、コロナ感染拡大により大学
が休校となったため、活動開始を6月19日に延期
した。その間、2020年度の活動のあり方につい
てスタッフ間で検討を重ねた。検討の結果、遠隔
会議システム（Zoom）を活用した双方向的なや
りとり（ぽかぽかLIVE）と子どもが楽しめる動
画（ぽかぽかチャンネル：学生が作成したもの）
の配信を組み合わせた2部構成でオンラインを主
体とした活動を行うこととした（表1参照）。ぽ
かぽかLIVEでは年間を通してクイズやゲーム等
の他、事前に送った工作キットや各家庭に準備し
てもらった材料で制作を一緒に楽しむ等の活動を
行った。

　また途中から、定期的に参加者同士の語り合い
をメインとした時間（ぽかぽかサロン）を導入し

た。動画については、活動終了後もYouTubeに
より参加者限定公開で何度でも楽しめるようにし
た。
　活動頻度については、自由な外出もままならな
い乳幼児のいる家庭への支援を目的に、従来の月	
2回の活動から原則毎週（年間計21回）の活動を
実施することとした。途中、12月第1週目には、
プレイルームを使用し、対面による行事活動（ク
リスマス会）を実施	することもできた。

②学生の様子�

　前期は不慣れなオンライン活動や動画作成に苦
労し、自分の作業や役割をこなすことで精一杯だ
ったが、しだいに子どもたちの表情や反応を見な
がらの活動ができるようになった。どのようなコ
ンテンツが喜ばれるか、より深く試行錯誤しなが
ら活動ができるようになり、毎回の活動後の感想
や期末レポートに、コロナ禍での子育て支援の意
義について言及したものが多く見られた。	

③参加保護者へのアンケート�

　2020年度活動の参加保護者10名を対象に、前
期終了後の8月と後期12月にアンケートを実施し
た（9名回答）。外出自粛生活によるストレスや
先の見通しの立たない不安を訴える中、「ぽかぽ
かひろば」の時間は「他の親子や学生と交流でき
るのがとにかく楽しかった。」「天気が悪くても、
少々体調が悪くても参加できる。」「子育ての悩み
を語り合ったりアドバイスをもらったり、他の親
子の様子もわかって孤独にならずにすんだ。」「学
生さんが一生懸命活動を考えてくれているのが嬉
しかった。」等、遊びのアイディアが参考になっ
たという点と人と人とのつながりを実感できる点
を評価する声が高かった。	

④スタッフ（補助員）へのインタビュー�

対象：補助員2	名（経験年数：Ａ７年目、Ｂ2	年
目。Ａは保育士・幼稚園教諭、Ｂは管理栄養士の
資格を有している。）にオンライン活動の感想と
課題を中心にインタビューを実施した。
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結果：Ａは親族の介護のために3	月に東京を離れ
ていたが、コロナのために東京との往復ができな
い状況となり、前期はリモートでの参加となっ
た。Ａ自身が不安な状況の中での生活を送ってい
たこともあり、たとえ画面越しであっても、顔が
見え言葉を交わせるという人とのつながりが安心
感につながることの重要性や、どこからでも参加
できる強み等が実感に基づいて語られた。
　Ｂは大学への出勤が可能で、筆者と一緒に大	
学から毎回	Zoomで参加した。子どもたちのＳＮ
Ｓへの適応力に驚きつつ、そこに人との交流や意
思の疎通がしっかりあることで、十分にコミュニ
ケーションツールとしての役割を果たせると感じ
たこと、それだけに、その使われ方が重要だと感
じた、と語った。	
　一方で、両名とも、オンライン活動の限界とし
て、直接対面で会うことで相互に感じ合う空気感
のようなものがないことを挙げ、12月に学内で
対面活動を実施して以降のオンライン活動が、よ
り親しみを感じられるものとなったことを例に挙
げた。

2.2 �ぽかぽかひろば2021年度（コロナ禍2年目）

の活動

①活動の概要

　2021年度活動の参加親子は、前期は親子8組・
子9名、後期は親子11組・子11名、学生の通年
参加は12名である。
　2020年度は大半がオンライン活動であったの
に対し、2021年度は新型コロナ感染症拡大の影
響で、4～6月、10月はオンライン活動（12回）
となったものの、それ以外は学内での対面活動
（6回）を実施することができた。
　なお、オンライン活動期間中は週1回のペース
で活動を実施した。

②学生の様子

　前年度の遠隔授業の経験から、学生や教員も、
また参加保護者自身もZoomの利用に慣れたこと

もあり、オンライン活動もスムーズに行うことが
できた。学生の動画コンテンツの作成技術も向上
し、「コロナで思うように外出できない」という
保護者の話を受け、動物園や水族館に出かけて撮
影してきた動画を作成した学生もいた。
　また学内のプレイルームを使用した対面活動に
おいて、「室内遊びがワンパターンになってしま
う」という保護者の悩みを受け、プレイルームで
ピクニックをイメージして親子で一緒に楽しめる
ような活動を取り入れる等、相手の状況やニーズ
に合わせて活動内容を考えようという姿勢が感じ
られた。

③参加保護者へのアンケート�

　2021年度の活動参加保護者を対象に年度末に
実施したアンケートから得られた回答を以下にま
とめる。（11名中9名回答）

コロナ禍での子育て上のストレスについて

　ストレスを感じた場面について、強くストレス
を感じた順に1位から3位まで選んでもらった。
　集計に当たっては、1位に選ばれた場面を3点
とし、以下2は2点、3位は1点として計算した。
　その結果、点数順では1位「家庭外の遊び場が
ない」「思うように外出できない」（各14点）、３位
「どこかに子どもを預ける際のプレッシャーを感
じる」（13点）となった。また、場面別で最も多
く1位に選ばれたのは「家庭外の遊び場がない」
「思うように外出できない」場面（各3名）で、
2位で最も多く選ばれたのは「どこかに子どもを
預ける際のプレッシャーを感じる」場面（4名）
であった。
　以上の結果から、子どもを抱え、思うように身
動きできない状況に親がストレスを感じているこ
とがわかった。

〈アンケートの自由記述回答から〉

　活動全体を振り返っての自由記述からは以下の
ような回答が得られた。
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活動全体について（子どもにとって）

•	 学生に「可愛い」「上手」とほめてもらえたこと
が自信になった。
•	異年齢の他児や学生との遊びがよい刺激になっ
た。
•	マスク越しでも伝わってくる学生や教員の笑顔
がよかった。
•	学生がたくさん遊んでくれたことや精一杯工夫
して活動準備してくれたことが嬉しく楽しかっ
た。　
•	遊び場が限られるこのご時世で子どもと親が楽
しめる居場所に感謝している。　他

活動全体について（保護者にとって）

•	（コロナで）子育て中の保護者との交流が少な
い中、他の保護者との交流ができて良かった。
•	情報交換することでいいアイディアがもらえ
て、育児の参考になった。
•	お母さんだけで話せる時間がリフレッシュにな
り楽しかった。　他

オンライン活動について

•	 月齢が小さいため、子どもはリモートの活動は
ずっと参加できなかったが、親の方が楽しませ
てもらった。　
•	対面だと聞けない子育ての悩みや不安が、オン
ラインの方がゆっくり聞ける点がオンラインの
良さだと思った。　
•	大変だとは思うが、コロナのことがあるので、
毎回、オンラインか対面かが選べると良かっ
た。　他
　自由記述回答からは、思うように外出できない
状況の中で、オンライン活動であっても、人とつ
ながることで安心感を得たり、誰かが自分たち親
子のために時間や心をかけてくれたということそ
のものが嬉しく、心の支えになると感じているこ
とがわかった。

④スタッフ（補助員）へのインタビュー�

対象：2020年度と同じスタッフ2名に、前年度の
活動も踏まえ、インタビューを実施した。
結果：「この2年間、コロナ禍のため、学内外の
実習活動で制約を受けてきた学生にとって、直接
子どもとかかわることのできる機会そのものが、
保育者としての学びのモチベーションにつながっ
たのではないか」「ただつながるだけでなく、『ど
のようにつながるか』について考え、学生が工夫
していた」と学生の意識や技術的な成長などが語
られた他、コロナとの関連で、学生の内に危機管
理や健康・安全対策に取り組んだ経験はプラスの
学びになったと思う、といったことが語られた。

３. コロナ禍における子育て支援活動

3.1 オンライン活動のメリットと難しさ

　2020-2021年度の参加学生（21名）の毎回の活
動後の振り返りや期末レポートからオンライン活
動のメリットと難しさを取り上げ、テキストマイ
ニングを用いて分析した。その結果、オンライン
活動のメリットとして「少し体調が悪い時でも参
加できる」「コロナの感染リスクを抑えて活動でき
る」「家庭での自然な親子のかかわりを見ることが
できる」「動画共有などリモートならではの活動が
楽しめる」などが挙げられた。一方で課題として
「お互いの雰囲気感じることが難しい」「ネット環
境に左右される」「一斉に歌うなどの活動ではラグ
が生じてしまう」が挙げられた。

3.2 オンライン活動と対面活動との比較

　オンライン活動（12回）と対面活動（6回）の
両方を複数回実践することのできた2021年度の
参加学生（12名）の期末レポートから両方の活
動を比較しての感想と今後の可能性について、テ
キストマイニングを用いて分析した。（図1）
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図1　オンライン活動と対面活動の比較
　
　その結果、「子どもと関わり、信頼関係などを
築き上げていくことは、対面でないと難しい」と
しながらも、うまく活動内容や状況に応じて2つ
の活動を組み合わせていくことで、活動内容のバ
リエーションが増えるのではないかとの結論が得
られた。

Ⅴ　まとめ及び今後の研究課題
　今回の研究では、コロナ禍での2年間の大学に
おける子育て支援活動をまとめた。コロナ禍であ
るからといって子育て支援活動に取り組む基本的
な姿勢そのものに違いはなく、やはり、同じ空間
で、対面で直接かかわることが、支援において重
要であることを改めて実感することとなった。し
かし、対面が許されない状況下では、オンライン
活動が人とつながっていることへの安心感をもた
らすものとなっていることも事実であり、活動内
容を工夫し、双方向的なやりとりを取り入れ、
「今、人とつながっている」という感覚を積極的
に活動に生かすことや、つながりのバリエーショ
ンを豊かにすることで、現在、コロナ禍で制約を
受けている対人関係やコミュニケーション面を補
うものとなりうると考える。
　コロナ収束後、コロナ禍に幼少期を過ごした子
どもたちの成長にどのような影響が表れるのか、
　慎重に見守りながら、今後の子育て支援活動の
あり方について引き続き考えていきたい。　また、
大学における子育て支援活動という点では、冒頭
の「本研究の背景」で述べたように、保育や心理
学、子育てに関する専門的な知識やスキルについ

て、保護者が活動を通して学ぶことができるとい
う点が大きな魅力となっている。実際、参加理由
に「大学での活動である」ことを挙げる保護者は
多く、大学の専門性に対する保護者のニーズに即
した子育て支援とは何かについても検討を重ねて
いきたい。
　この他、実際に活動を進めていく中で、学生の
存在を肯定的に評価する保護者は多い。このこと
から、地域の子育て支援センターなどにはない、
大学ならではの子育て支援活動の特色として、学
生の存在は大きな意味を持つと考えられる。改め
て、学生の果たす役割について考察し、学生の存
在を活かした大学における子育て支援活動につい
ても今後の研究課題とし、考えていきたい。
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